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研究成果の概要 

本年度は、第一に、昨年度開発した基本技術を精緻化して、テスト理論モデルにおける問題項

目と測定される学習要素との対応構造を、確率的最適化と変分ベイズ法を用いて高速かつ高効率

に推定する方法を完成させた。本成果は Psychometrika誌に出版された。また推定のために利用

できるコードもオンライン公開した。第二に、新問を用いたこれからの時代のテスト運用における、

解答者数と問題項目数がともに増大していく状況で活用できる同時パラメータ推定法の開発を行

った。本方法では解答者・項目の両パラメータに加え、ベイズ正則化によって問題項目と学習要素

との対応構造も同時に推定できる点に特長がある。本成果は国際会議 IMPS 2023における研究

発表が採択済みであり、現在論文化を進めている。第三に、これまでに開発したテスト理論の各種

統計モデルに対する高速・高効率な推定法を、関数として実装した統計言語 Rのパッケージを開

発し、公開した。本成果はプレプリントを PsyArXivで公開済みであり、国際会議 CMStatistics 

2022で研究発表を行ったほか、国際会議 EcoSta 2023での招待講演セッションにも採択されてい

る。第四に、テストの問題項目を各解答者に対して適応的に提示することが、集団レベルの最適性

にもつながることを見出した。本成果は Behaviormetrika誌に採択され、出版された。第五に、多枝

選択形式で実施されるテストにおいて、解答データに基づいて解答者の知識習得状態に関する

豊かな情報を抽出できる統計モデルを開発した。これは各選択枝と関係する学習要素の情報を活

用することによって可能になった。本成果は国際誌に投稿中である。第六に、多枝選択形式で実

施されるテスト解答データに対する各種統計モデルがサブモデルとして表現される、一般化された

統計モデルクラスの開発を進めた。本成果は統一的な推定のためのコードを開発中であり、完了

後に国際誌に投稿予定である。 
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